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語 集合 語彙 基本的の である の 性格 情報 伝達 合 上 重要 働 意味的な として を し う で な きをする

側面 要素 數 膨大 表 數量的側面 語彙 硏究 槪念と その の の さを す がある このような を する とし、 。

田中章夫 語彙 語 見 立場 語 集 捉 立場て は を のまとまり と る と の まり として える、

があるとしている 田島毓堂 言 語彙元素論 語彙總体論 當これは が う と にほぼ て。

はまるものである 語彙元素論 個 語 對象 分野 語彙總体論 語 集合は 々の を とする であり は の。 、

對象 分野 語彙總体論 歷史 淺 他 分野 比 遲を とする である は が く の に べてかなり れている そ。 、 。

原因 考 語彙 要素 數 膨大 音韻 文法 違 体の として えられるのは はその の が であり や とは ってその、

系性 非常 複雜 全体 姿 明確 把握 容易 硏究方法 未發が に であるため の を に するのが ではないし の、

達 相對的 遲 一 要因 言 語彙 總体 扱 硏究 行 分野も に れた つの であると える を として って を う に。

比較語彙硏究 比較語彙硏究 意味分野別構造分析法がある では。

使を って

田中章夫 國語語彙論 明治書院  

田島毓堂 語彙論 課題 集団的規範 個別的實現 名古屋大學國語國文學の ー と ー   

田島毓堂 比較語彙論 構想 異文化比較硏究 國際開發硏究の ー のためにー フオーラム  

名古屋大學大學院國際開發硏究科



總体 語彙 持 數量的側面 意味的側面 特徵 詳細 分析としての が つ と の を に することができる それ。

語彙 分析法 有効 視点 提供 阪倉篤義 淺見徹が の として な を するということは 、

田島毓堂 分によって かる、 。

本稿 語彙總体論 立場 複數 資料 小說 敎科書 新聞 雜誌 中 多方では の から の の から、 、 、 、

面 出現 割合 使 語彙 基幹語彙 選定 選定 基にわたって しながら よく われる を として する した。

幹語彙 用 品詞別 意味構造 語種別 意味構造 全体 意味分野別構造 三 分を いて の の の の つの、 、

析 通 日本語 韓國語 基幹部 構成 語彙 意味分野別構造 特徵 述を して と の を している の の について

べてみたい。

硏究 方法の

資料 選定の

語彙總体論 立場 比較語彙硏究 性格 持 語彙 比較 對象の からの では どのような を つ を の にす、

重要 問題 卽 特定 一 資料 作品 語彙 對象るかがたいへん な になる ち ある の つの または の を に。 、 、

一言語体系 語彙 比較 對象 姿 正するのか それとも としての を の にするのかによって その を、 、 、

確 把握 本稿 複數 分野 語彙 對象 語彙調査 行に することができるのである では の の を として を。 、

中 頻度 使用率 分野 出現 一定 限定 伴い その から いくつの にわたって するかなど の を っ、 、 、 、 、

範囲內 語彙 比較 對象 用 方針 日韓兩言語 骨格た の を の として いる である それは にとって のよう。

部分 存在 規範語彙的 性格 規範性 强 語彙な として する な をもつものであろう このように の い。 、

選定 場合 對象 用 資料 量 多 多 規範性 强を する には として いる の が ければ いほど は くなるのであ、

現實的 調査 範囲 廣 切 調査 量 限定るが にはいくら の を げても りがないので できる は せざるを、 、

得 本稿 小說 新聞 雜誌 敎科書 分野 限定 調査 行ない そこで では に を して を うことにし。 、 、 、 、 、

各分野別 資料 以下た の は のとおりである。 。

小說

小說 年 年 間 兩國 文學賞は から の で の、 受賞 現代短編小說 中を した の か

作品 抽出 語彙調査 行らそれぞれ ずつ して を った。

日本語

保坂和志 人 閾 文芸春秋 年 月この の  

分析法 阪倉篤義 始 淺見徹 継承 田島毓堂この はもともと から まり によって され、 、

意味構造分析法 名付 後 湯淺茂雄氏 提案 意味分野別構造で と けたのであるが その の により、 、

分析法 称と するようになった。

日本 芥川賞受賞作 候補作 韓國 李箱文學賞受賞作 資料 用は および は を として いる、 。
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又吉榮喜 豚 報 文芸春秋 年 月の い  

柳美里 家族 文芸春秋 年 月シネマ  

辻仁成 海峽 光 文芸春秋 年 月の  

弓透子 河 夕日 文芸春秋 年 月ハドソン の  

韓國語

寒 春 日 文學思想社い の  

天地間 文學思想社  

軌道 離脫 星 文學思想社を した  

戀 予感 文學思想社の  

半島 文學思想社マルムリ  

新聞

日本語 每日新聞 每日新聞 韓國語 上 朝鮮日は と を はインターネット の、 、

報 檢索 利用 調査 方法 以下データベースの システムを した の は のとおりである。 。

調査 範囲 年 月 年 月の は から までにする。

調査對象 政治 経濟 社會 文化 敎育 芸能 關は スポーツ に するインタ、 、 、 、 、 、

對談 座談 記事ビュー の のみにする、 、 。

各記事 電話番号 番号 除外のタイトル ホームページ などは する、 、 。

文字數 文字以上 程度長 記事は のある い のみにする。

雜誌

日本語 岩波書店編集部編 予測 主張 夢 版は これからどうなる  

中 政治 法律 經濟 産業 社會 環境 文化 學問 芸の の 、 、 、

術 科學 技術 敎育 子供 家族 芸能 趣味 七 分野スポーツ の つの、 、 、

記事 對象の を とした。

韓國語 上 週刊誌 週刊東亞 年 月 日 日はインターネット の   、 、

日 日 中 政治 経濟 社會 文化 情の の カバーストーリ、 、 、 、 、 、

報 科學 医學 七 分野 全記事 他 分野 比 記事數 少スポーツ の つの の と の に べて が な、 、

分野かった スポーツ の は 年 月 中 補充の から した。

小學校敎科書

小學校敎科書 旣存 語彙調査資料 利用 日本語 資料 島村直己 小學校低學は の を した の は。

年用國語敎科書 用語 國立國語硏究所報告 硏究報告集 秀英出版 年の   

兒童 作文使用語彙 國立國語究所報告 東京書籍 年 收錄 小と の に されている、   



學校低學年用 年生用 語彙 對象の を にする、 。

韓國語 資料 國民學校敎育用語彙 年用 國語硏究所の は  、 、  の

語彙 對象を にする。

中學 高校社會科敎科書

中學 高校敎科書 旣存 語彙調査資料 利用 日本語 資料 中學 高校敎科も の を した の は。  

書 語彙調査 版 國立國語硏究所言語處理 集 年 月 中學の フロッピー データ の 

歷史 公民 高校倫理社會 資料 對象と の を にする、 、 。

韓國語 中學科書語彙表 國語 歷史 國語硏究所 中は と  、  

學科書語彙表 道德 社會 國語硏究所 中 中學歷史 社會の の と の 、

資料 對象のみを とする。

語彙調査 基準の

上記 述 日本 資料間 違 見 卽 小學校敎科書 調査で べた の においてはその いが られる ち の では。 、

單位ɑ 採用 中學校敎科書 調査 新 仏敎 天正 年 完成を しているが の では しい した、 、 、

文 構成 要素 文節 長 單位 語 構成のように の にあずかる いわゆる にもとづく い と の にあずか、

要素 最小單位 短 單位 二種 調査單位 採用る いわゆる にもとづく い の の を している。

一方 韓國語 語彙調査 基準 違 數字 英語 表記 固有名詞の の においての いはアラビア の な、 、 、

採用 違 見 以上 次 二 觀点 語彙調査 基本どを するかどうかの いが られる のことから の つの から の。

方針 立を てた。

一 目 日韓兩言語 同等 基準 語彙調査 行つ は において の で を うこと、 。

二 目 各資料間 調査基準 整合性 保つ は の の を たせること、 。

上記 二 觀点 考 次 新 基準 再調査 行の つの を えて のような しい で を った。

附屬語 調査對象 除外は から する。

人名 姓 名 分割 姓 一單位 名 對象 除外 地の と は し は とするが は から する また、 、 。 、

名 人名 付 行政區畵 單位 官職名 接尾辭などのに く の さん さま ちゃん、 、 、 、 、 、

氏 君 殿 氏 君 殿 一單位 認さま などは と める、 、 、 、 、 、 。

記号類 除外などは する。

外來語 認 數字 英語表記 除外 際 本は めるが アラビア は する その、 、 。 、 、

歲 枚 助數詞 一單位 認などの は と める、 。

活用語 基本形 直 處理は に して する。

助詞 助動詞 複合語 一回結合 一次結合 一單位・ をすべてはずし は ほぼ のものを とするものである、 、 。
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日本語 変動詞 韓國語 動詞 一單位 認の サ と の する は と める、 。

基準 再調査 行 結果 日本語 異 語 延 語 韓國語このような で を った は なり べ、 、 、

異 語 延 語 得 各分野別 異語數 延語數 以下は なり べ が られた の と は のとおりで、 。

ある。

表 各分野別 異語數 延語數 日本語の と

表 各分野別 異語數 延語數 韓國語の と

基幹語彙 選定の

基幹語彙について

基幹語彙 林四郞 造語 林四郞 新聞 語彙調査 基本語とは の である が の から、 。 、

彙 求 時 基本語彙 言 槪念 細 五 分を めようとした これまで と われている を かく つに けている、

基幹語彙 下位 槪念 分類 引用 次が はその の として されたものである それを すると のとおり、 。

である。

基礎語彙 意味 論理的分析 求 半人工的 語彙の によって められた な

基本語彙 特定目的 基本語彙のための

基準語彙 標準的社會人 生活 必要 語彙としての に な

基調語彙 特定作品 基調 作 働 語彙の を るのに く

基幹語彙 語集団 基幹部 存在 語彙ある の として する

基幹語彙 特徵 次 記述 見さらに の について のような が られる、 。

基幹語彙 語集団 中 集団 骨格 部分 集団とは ある の に その の のような として その をささえ、 、 、

基幹的部分 現 存在 語 部分集団 呼 基幹語彙 基礎語彙 基準語彙る として に する の を ぶ が から ま、 。

分野 小說 新聞 雜誌
小學校

敎科書

中學高校․

敎科書

異語數 10,848 16,696 12,495 7,735 12,856

延語數 63,369 123,625 74,543 132,525 116,120

分野 小說 新聞 雜誌 小學校敎科書 中學敎科書

異語數 8,976 13,499 11,187 6,063 9,733

延語數 59,169 112,723 66,902 91,023 139,946



大 違 要請 空 描 出 仮說的存在 現 實在でのものと いに うところは によって に き される ではなく に、 、

實体する であることである 。

基幹語彙 言語集団 基幹部 成 語 集合 存在このように は ある の を している の として しながら、

多方面 割合 使 重要度 非常 高 語 集合 基礎語彙にわたって よく われる が に い の をいう また の。 、

語 使用頻度 考 入 半人工的 存在 基本語ように その の を えに れない な ではないということと、 、

彙 特定 目的 用途 応 選定 存在 語集団 中 存在のように の と に じて できる ではなく ある の に しな、

最 語彙調査 結果 反映 存在 言がら もストレートに の を する であると える。

基幹語彙選定 試の み

林四郞 昭和 年 朝日 每日 讀賣 三紙 語彙調査 新聞語彙調査は の の を した の、 、

度數 以上 語 對象 話題別 層 分 語 層 出現うち の を として に に け がいくつの にわたって、 、

表 廣 頻度 高低 表 深 手 新聞基幹語彙するかを わす さ と の を わす さ を がかりにして、 、

語 選定 一方 土屋信一 高等學校社會科敎科書 冊 對象を した は を として。 、 、

敎科書 科目 倫理社會 政治経濟 日本史 世界史 地理 五 分野 採用の つの をそのまま、 、 、 、

層 分 廣 深 出現頻度 採 各敎科書 累積使用率 分布して に けて さ にし さ は を らず の の を、 、

各語 深 度合 語 社會科 基幹語彙 候補 選定 上記の さ の いにして を の として している の。

二 先行硏究 基幹語彙 選定 基準 二 共通点 見 語つの における の では つの が られる つまり がい。 、

層 出現 表 廣 頻度 高低 表 深 手くつの にわたって するかを わす さ と の を わす さ を がかりにし、

点 深 尺度 林四郞 深 尺度 各語 出現頻度ている である しかし さ の において は さ の として の。 、

採 土屋信一 各敎科書 累積使用率 尺度 土屋信一 理由を ったが は の を にしている はその とし、 。

生 出現頻度 調査集団 大 左右 述て の は の きさに されやすいからである と べている。

本稿 廣 五 分野 採用 層 分 深 土では まず さ は つの をそのまま して に ける そして さ は、 。 、

屋信一 提示 累積使用率 深 尺度 採 理由 使用頻度 深が した を さ の として る その は だけを さ。

尺度 各分野 幅廣 使 低頻度 語 資料間 規模 差 選定 對象の にすると で く われる の が の の によって の

除外 可能性 高 各語 累積使用率 深 尺度 資料間から される が いからである の を さ の にすると の。

規模 差 問題 程度補 思の による をある うことができると われる。

林四郞 語彙調査 基幹語彙 電子計算機 國語硏究 國立國語硏究所報告と による  
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表 日本語 基幹語彙 分布 廣 深の の さと さ

表 韓國語 基幹語彙 分布 廣 深の の さと さ

上記 表 表 全体 資料 廣 深 分布 見 多方面の と は の の さ と さ の から て にわたって

高 割合 現 判斷 語彙 基幹語彙 選定 上い で れると される を として したものである どこまでを。

位 深 語 言 判斷 本稿 累積使用率 分布つまり い であると えるのかは しにくいが では の から、 、 、 、

見 極 深 深 深 中て までを めて い までを かなり い までを い までを、 、 、

位 淺 以下 淺 六 分野 分 累積使用率 以下までを い それ を かなり い の つの に け に、 、

屬 語彙 深 基準 廣 基準 累積使用率する を さ の にした そして さ の は から までは。 、 、

層以上 出現 語彙 取 累積使用率 語 層以上 出現にわたって する を り までの は にわたって、

語彙 選定 基準 結果 下記 表 表 太 線 囲する を の にした その の と において い で っ。 、 、

部分 屬 語彙 日本語 語 韓國語 語 基幹語彙 選定てある に する を として した、 、 。

廣さ　　　　

深さ　

5層 4層 3層

異語 延語 異語 延語 異語 延語

50%累積

極 深めて い（ ）

A5

291 190,977

A4

124 33,155

A3

54 26,204

60%累積

深かなり い（ ）

B5

168 19,353

B4

166 18,552

B3

93 10,320

70%累積

深い（ ）

C5

214 12,964

C4

316 18,857

C3

232 13,362

80%累積

中位（ ）

D5

207 6,098

D4

499 13,770

廣さ　　　　

深さ　

5層 4層 3層

異語 延語 異語 延語 異語 延語

50%累積

極 深めて い（ ）

A5

320 186,118

A4

78 28,023

A3

53 19,088

60%累積

深かなり い（ ）

B5

173 20,628

B4

109 12,904

B3

83 9,821

70%累積

深い（ ）

C5

248 16,375

C4

212 13,429

C3

177 11,395

80%累積

中位（ ）

D5

238 8,075

D4

389 12,300
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意味分野別構造分析法 考察による

意味分野別構造分析とは

意味分野別構造分析 行 分類語彙表 新設 用 單語を うためには のコードと のコードを いて  

付 單語 集計 意味分野 語彙 割合 構成コードを け その コードを し いかなる の がいかなる で され、 、

示 分類語彙表 整數部分 体 類 用 類ているのかを す のコードは が の の。  、 、 、

相 類 他 品詞論的 分類 小數部分 桁 分類の その のように な になっており は までの に、 、 、

細 分析 目指 小數点以下何桁 用 異なっているが どこまで かな を すかによって まで いるかは なっ、

廣瀨英史 用 方 意味分野別構造分析法てくるのである は コードの い による として。 、 、

種類 擧 各分析法 特徵 述 全体的傾向 捉 適 分析法を げて の について べているが を えるのに した は、

部門別 小數第 桁 別 淺見徹 表 分類 中項目別意味分野別構まで グループ の による

造分析法 小數第 桁 中 中項目別意味分野別構造分析法まで であるが その でも、 全体的傾が

向 加 語彙 特徵 詳細 見 出來 分析法 述 本稿 中に え の を に ることが る であると べている では、 。 、

項目別意味分野別構造分析法 小數第 桁 分析 行 分析 手順まで による を ってみる の と。

選定 基幹語彙 單語 用 品詞別 語種別 全体 意味分野しては まず した の コードを いて の、 、 、 、

別構造分析 三 分析 全部行 出現 有意差 生 項目 指摘 特徵の つの を って に が じている を し その、 、

考察 差 客觀的 指摘 統計技法 自乘檢について してみる なお その をより に するため である。 、 、 χ

定 行を う。

單語 付 基準コード けの

比較語彙硏究 意味 比較 中心 捉 語彙 分析 意味分野別構造分析法において を の に えて を する

語彙 構成 個 語 化 意味分野 當 与では を する 々の にカテゴリー した に てはまるコードを えなければ

單語 語素ならない そのコードには コード と コード。

二種類 各 基本的 日本語 分類語彙表 用の がある 々のコードは に の のコードを いるので。   

分類語彙表 一部 收錄 複合語 附屬語あるが では にしか されていない のコード のコードなど、  、

對 種 工夫 凝 田島毓堂 廣瀨英史 現段階に しては 々 を らしてきた をもとにして にお。

比較語彙硏究 付 關 基本方針 詳 基準 田島毓堂 集約ける のコード けに する と しい は に さ

韓國語 付 基準 申玟澈 述れている なお のコード けの については に べられている。 、 。

基本方針 分類語彙表 從 付 造語成分 接尾辭その というのは に ってコード けをするが を  、

伴 語 複合 変動詞 示 動詞 伴 複合動詞 關 單語った サ アスペクトを す を った などに する コード、 、

自乘檢定 規模 異 二 標本 特定性質 持 標本 例 標本は の なる つの において を つものが では でχ 、 、 、 、

例 特定性質 標本 例 標本 例 場合 標は あり のないものが では では あったとした それぞれの、 、 、

本 規模 考慮 入 差 認 檢定 統計技法の を に れても と とで が められるかどうかを する である、 。
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主要部分 付 方法は それぞれの によって ける である、 。

品詞別 語種別 全体 意味分野別構造分析の、 、

下記 表 品詞別 語種別 全体 意味分野別構造 中項目別意味分野別構造の は の を、 、 、

分析法 小數第 桁 用 分析 行 結果 自乘檢定 以下 危險率まで を いて を った により の、χ

逆 言 以上 確率 出現 有意差 生 判斷 項目 示に うと の で に が じていると される を したもの

品詞 分類 分類語彙表 体 類 名詞 用 類 動詞である の は の の の。 、  、 、

相 類 形容詞 形容動詞 連体詞 種 副詞 他 接續詞 感動詞の ある の その ある、 、 、 、 、 、

種 副詞 分類 從 語種 分類 固有語 漢語 外來語 混種語の の に っている なお の は の。 、 、

四 分つに けている。

表 品詞別 語種別 全体 意味分野別構造分析の、 、

中 日本語 韓國語 語數の は の、

上記 表 三 分析 有意差 生 意味項目 見 一の において つの のうち の じた を てみると ある、 、

分野 差 生 意味項目 二 分野 差 生 意味項目 三つの のみにおいて が じた つの において が じた つの、 、

分野 差 生 意味項目において が じた がある。

語種別 住居 關係 異同 日本語 固有語 占の ・ においては の の め、 、

割合 韓國語 高 行爲 項目 品詞別 語種別る が のそれより いし の は においても にお、 、

韓國語 固有語 占 割合 日本語 高 現いても の の める が のそれより く れていいる。

量 漢語 日本語 多 固有語 韓國語 多 場合また のように では に いが では に い も、 、 、

類 例 空間 場所 韓國語 漢語 占ある なお ・ ・ においては の の。 、 、 、

割合 日本語 高 現 兩言語 基幹語彙 語種別める が のそれより く れている これらは の における。 、

特徵 一言語体系 同 傾向 注目 必要 思の であるが においても じ であるのか してみる があると う、 。

衣類 心 意識 言語 名しかし ・ ・、 、 、 、

品詞別 語種別 有意差 全体 分析結果 現 意味項こそあど のように における が の でも れる、 、

分 野　 日本語 有意 大が に 韓國語 有意 大が に

品詞別

体 類の 1.30(153:102) 1.42(9:1)、 1.31(47:58)

用 類の 2.34(14:23)

相 類の 3.10(28:42)

他その

語種別

固有語 1.44(10:1) 2.11(24:8)、
1.31(16:27) 2.34(8:15)、

3.10(21:32) 3.19(56:67)、

漢 語　 1.30(113:84) 3.19(25:11)、 1.11(28:42) 1.17(33:50)、

外來語

混種語 1.30(4:0)

全 体 1.30(153:102) 1.42(9:1)、 1.31(47:58) 3.10(28:42)、
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目 兩言語 基幹語彙 最 大 特徵 思 以下があるが これらは の における も きな であると われる、 、 。

特徵 詳 述においてはその について しく べてみることにする。

衣類 日本語 有意 大ー が に である

意味項目 屬 日本語 糸 着物 服 洋服 帽子 靴 傘 布団この に する には レース の、 、 、 、 、 、 、 、

語 含 韓國語 服 語 韓國語が まれているが には の のみである においてもこれら、 、 。

語 上位 位置 思 基幹語彙 少 全体の は に してもよさそうに われるが なぜか には ない ただ の、 。 、

資料 累積使用率 以下 層 洋服 帽子 靴の で ・ において、 、

傘 布団 語 見 項目 差 日本語 上位語 特の が られる この における は の における。

徵 現段階 判斷 報告であるかどうか では しにくい いずれ することにする。 。

心 意識 日本語 有意 大・ ー が に である

こ 意味項目 異語 日本語 大 延語 韓國語 語 日本の では では が であるが においては、 、 、

語 語 逆轉 意味項目 含 日本語 韓國語 對応關係している この に まれている には との にお。

心 氣 心 氣 感覺 感 感覺 感いて ・ ・ じ・ じ、 、 、 氣持 氣分・

氣分 考 思 考 方 思 考 方 生 方 方法 仕方 方式え・ い・ え い え ・ き ・ ・ ・、 、

遣 方 見方 言 方 方法 方式 同義 類義 關係・ り ・ ・ い ・ のように ・ の にある

語 韓國語 比 多 特徵が に べて いのが である。

特 日本語 考 方 生 方 遣 方 見方 言 方 動詞連用形 方に の え ・ き ・ り ・ ・ い のように から、

派生名詞 韓國語 主 語尾 法 方なる は では に する ・ ・ ・、

式 方法 一 句 現 一語 認 實際 項・ のように つの として れるので としては められない に この、 。 、

目 延語 法 韓國語 語 日本語 語 方式 韓國語 語 日本語の において 、 、 、

語 、方法 韓國語 語 日本語 語 のように、 、日本語 高 頻度 現より い で

裏付 語構成 違 項目 出現 有意差れているのはそれを けている このような の いがこの において に。

生 一 原因 言が じている つの であると える。

言語 名 韓國語 有意 大・ ー が に である

意味項目 屬 韓國語 名 關連 語 名前 姜この に する には と のある が、 、 、

金 朴 徐 申 沈 安 吳 柳、 、 、 、 、 、 、 、

尹 李 林 張 鄭 趙 陳 崔、 、 、 、 、 、 、 、

洪 黃 語 日本語 名 名前 石田 伊藤 片山 田の がある しかし には、 。 、 、 、 、 、 、

中 林 姓 藤原 語 項目 差 生 韓國語 苗字の しかない この で が じているのは において に、 、 。

關 語 多 日本 苗字 約 万姓する が いためである の は があるとされている。 、 約 万近この い。

丹羽基二 日本人 苗字 三十万性 調査 見 光文社新書の の から えたこと  
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苗字 中 傑 苗字 全人口 約 强 言の で の で の をカバーしていると う、 一方 韓國には。 、

代表的 金 李 朴 始 苗字 存在 言な を め の が すると う、 、 、 日本。

苗字 韓國 比 壓倒的多數 占 韓國 比 數 多 廣 範囲 現の は に べて を めているが に べて が いため い で、 、

分 高 頻度 現 面 思 實際 本稿れることはあるが その い では れにくいという があると われる、 、 。 、

資料 一 分野 出現 基調語彙 除外 日本語の においてただ つの においてのみ するいわゆる を した

延 語 異 語 韓國語 延 語 異 語 中 苗字べ なり べ なり の で は、 、 、

日本語 延 語 異 語 韓國語 延 語 異 語 異べ なり べ なり のように なり、 、 、

日本語 倍近 多 延 韓國語 倍 高 割合では のほうがほぼ く いが べでは のほうがほぼ ぐらい い で、

現 裏付れているのはそれを けている。

韓國語 有意 大こそあど ー が に である

項目 屬 韓國語 日本語 比 正この に する には と べて しい 、

そうだ こうだ どうだ のような、 、

同義 類義 關係 形容詞 多 關の にある が い また こ そ あ ど と。 、

係 形容詞 派生 副詞 冠形詞 日本語 連体詞 當 多 含のある から した と の に たる が く まれている

特徵 例 次のが である その は のとおりである。 。

形容詞 副詞 副詞こうだ こう こんなに、 、

冠形詞こんな

形容詞 副詞 副詞そうだ そう そんなに そ、

冠形詞んな

形容詞 副詞 冠形詞どうだ どう どんな、

韓國語 共 日本語 對応 不定 意味 表 形容詞なお において に の どうだ に する の を す、 、

性質 狀態 意味 表 日本語 存在 私 君と や の を す があり には しない の、 、

何 私 人称 關係 冠形詞 特徵の の の のような と のある があるのが である、 、 。

日本 苗字七千傑 參照の

金圭仙 人口住宅總調査結果姓氏 本貫集計 槪および の

觀 參照



日本文化學報 第 輯

今後 課題まとめと の

本稿 語 集合 語彙 扱 語彙總体論 立場 集団的規範語彙 基幹は の としての を う の から としての、

語彙 選定 比較語彙論的方法 語彙 比較硏究 行 目的 日本語を し による の を ってみた その は と、 。

韓國語 基幹的 語彙 差 指摘 特徵 明 分析の な における を し その を らかにするところにあった の、 。

結果 住居 關係 異同 項目 日本語 固有語 占 割・ の では の の める、 、 、

合 高 行爲 項目 品詞別 語種別 韓國語 占 割合 高が く の は と において の める が い、 、

分 類 例 空間 場所 項目 韓國語ことが かった また ・ ・ の では。 、 、 、

漢語 占 割合 高 現 量 漢語 日本語 多の の める が く れている なお のように では に。 、 、

固有語 韓國語 多 場合いが では に い もある、 そして。 、 衣類 心 意・、

識 言語 名 品詞別 語種別 有・ こそあど のように における、 、 、 、

意差 全体 分析結果 現 意味項目 兩言語 基幹語彙 最が の でも れる がある これらは の における。

大 特徵 思 他 調査 同 結果 得 今後注目 必要も きな であると うが の からも じ が られるのか してみる、

思があると う。

從來 語彙總体論 觀点 捉 意味的側面 特徵 明このように の の からは えられなかった における を、

比較語彙硏究 意義 有効性 示 出來 思 意らかにしたことから の および は すことが たと う しかし。 、

味分野別構造分析法 有意差 指摘 意味分野 對 明確 原因 究明により が された に し な の までには、

手 届 詳細 原因 究明 細 分析方法 必要が いていない より にその を するためには もっと かな が で。 、

有意差 生 意味分野 類似 意味分野 對 分析 行あろうし が じている だけでなく する に する も って、 、

必要 思 今後 課題みる があると う それは の とする。 。
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田島毓堂 廣瀨英史 語素 關 提案 比較語彙論 語彙コードに する のために その  

硏究法 報告 語彙硏究 可能性 名古屋大學大學院文學硏究科の  

田中章夫 國語語彙論 明治書院  

土屋信一 基幹語彙 探索 文化言語學 提言 建設 三省堂の その と  

丹羽基二 日本人 苗字 万性 調査 見 光文社新書の の から えたこと  

林四郞 語彙調査 基幹語彙 電子計算機 國語硏究 國立國語硏究所報と による  

告

廣瀨英史 比較語彙論的方法 語彙硏究 可能性 方法 開發 文化叢書による の とその  

比較語彙硏究 試 名古屋大學大學院國際開發硏究科の み  

日本 苗字七千傑の

金圭仙 人口住宅總調査結果姓氏 本貫集および

計 槪觀の
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要 旨

本稿 語彙總体論 立場 對象語彙 複數 資料 小說 新聞 敎科書 雜誌は の をとり としては の を、 、 、 、 、 、

語彙調査 中 多方面 出現 割合 使 語彙 基幹語彙 選して その から にわたって しながら よく われる を として、

定 日韓兩言語 基幹部 成 重要度 高 言 比する それは にとって を す の いものであると えるのであり それを。 、

較 對象 用 本稿 集団規範語彙 比較語彙硏究の として いるので は における になる。

次 比較 方法 語彙 意味 觀点 重点 比較 意味に の であるが の という に をおいて する というものは ほ、 、 。 、

存在 他言語 比較 可能 品詞別 語種別 捉ぼユニバーサルな であるから との が であるだろうし からは えら、 、

語彙 種 姿 把握 意味 數量的 扱 必要れなかった の 々の を することができるのである そのため を に う があ。 、

可能 比較語彙論 意味分野別構造分析法るがそれを にしたのが でいう

意味分野別構造分析法である で。

語彙 構成要素 個 語 意味 与 集計 分析 行 選定 日韓 基は の である 々の に コードを え それを して を う した、 、 。

幹語彙 中心 比較語彙論 分析方法 意味分野別構造分析法 使 出現 有意差 生を に の である を って に が じている

意味分野 指摘 各意味分野別構造 特徵 明 分析 結果 有意差 生を し の を らかにするところにある の が じ、 。 、

項目 對 詳細 原因 究明 手 届 從來 語彙總体論 觀点 捉た に する な の までは が いていないが の の からは えられ、

意味的側面 特徵 明 思なかった における を らかにしたと う。

語彙 語彙元素論 語彙總体論 比較語彙硏究 基幹語彙 基調語彙キーワード

意味的側面 數量的側面 意味分野別構造分析法

대전시 동구 자양동 번지 우송대학교 일본어학과住 所

電 話


